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今月号のみどころ

0地球とはも っとなかよくなれるはず...・H ・・・ P2

0市県民税の一部が改正されました…...・H ・..p3 

0肱川河川敷に多目的グラウンドが誕生……P4

0児童手当の現況届は 6月中に手続きを……P5

0ご存じですか?一時的保育事業…...・ H ・..…P5 

0国保加入者の皆さん人間ドックをどうぞ…P7 

(撮影場所:大洲)

今月の納税は

市 ・県民税

第 1期

納期は 6月30日です

1995年
6 平成 7年

月号

市民のうごき

平成 7年4月30日現在

人 口 39，171人 (+71) 

男 18，685人 (+55) 

女 20，486人 (+16)

世帯数 13，661世帯 (+98) 

面 積 240.99平方キロメートル
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地
球
と
は
も

家
庭
ご
み
の
分
別
は

し
っ
か
り
と

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
排
出

量
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
ご
み
を
適
正
に
処
理
す

る
こ
と
が
非
常
に
む
ず
か
し
く
な
っ

で
き
ま
す
。

く
ら
し
の
中
で
不
用
と
な
っ
た
モ

ノ
が
、
資
源
と
な
る
か
ご
み
と
し
て

処
理
さ
れ
る
か
は
、
ご
み
を
捨
て
る

時
に
決
ま
り
ま
す
。
ご
み
の
中
に
は

ま
だ
ま
だ
使
え
る
資
源
が
眠
っ
て
い

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
資
源
と
ご
み

を
分
別
す
る
こ
と
で
、
ご
み
は
確
実

に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
ご
み
の
分

別
を
し

っ
か
り
と
行
い
、
ご
み
の
減

量
化
、
資
源
の
再
利
用
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

生
ご
み
を

上
手
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

台
所
か
ら
出
る
生
ご
み
は
、
水
分

が
七
五
%
1
八
五
%
と
特
に
古
向
い
た

め
重
く
て
収
集
の
時
に
手
間
ど
っ
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
燃
え
に
く
い
た

め
、
環
境
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能
力
が

2 

つ

と
な
か
よ
く
な
れ
る
は
ず

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

落
ち
た
り
し
ま
す
。
捨
て
る
前
に
袋

ご
と
ひ
と
し
ぼ
り
す
れ
ば
、
か
な
り

水
分
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
ご
み
処
理
容
器
で

リ
サ
イ
ク
ル

調
理
く
ず
、
食
べ
か
す
、
食
べ
残

し
の
生
ご
み
を
肥
料
に
す
る
「
堆
肥

化
」
を
コ
ン
ポ
ス
ト
と
一
言
い
ま
す
。

生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
堆
肥

に
す
る
た
め
、
処
理
容
器
購
入
に
必

要
な
経
費
の
二
分
の
一
を
、
三
千
円

を
限
度
と
し
て
補
助
し
て
い
ま
す
。

購
入
補
助
は

一
世
帯
二
基
ま
で
で
す
。

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
図
り
、
ご
み

の
減
量
の
推
進
の
た
め
、
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
請
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

{
申
込
先
}

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係
ま
た
は

最
寄
り
の
連
絡
所

{
お
問
い
合
わ
せ
先
}

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線
1
6
2
)

ご
み
を
出
す
と
き
の
お
願
い

①
ご
み
が
散
ら
ば
ら
な
い
よ
う
、
袋
④
ス
プ
レ
ー
缶
は
穴
を
あ
け
て
中
身

に
入
れ
て
き
ち
ん
と
口
を
締
め
ま
を
完
全
に
出
し
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

Yρ 

⑤
鉄
製
の
箱
や
缶
は
、
中
身
を
全
部

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

⑥
決
め
ら
れ
た
場
所
、
時
聞
を
守
り

宇
品
、
し
ょ
ャ
フ
。

③
ガ
ラ
ス
や
割
れ
も
の
な
ど
け
が

の

し
や
す
い
も
の
は
、
紙
に
包
み
危

険
物
と
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。



市
民
税
・
県
民
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
月
で
す
。

本
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
地
方
税
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
市

民
税

・
県
民
税
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
は
、

{
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
}

一
、
税
率
の
適
用
区
分
の
改
正

平
成
七
年
度
以
後
の
年
度
分
の
所

(改正前)

市 民 税 県 民 税

課税
税率

速算 課税
税率

速算
標準額 控除額 標準額 控除額

160万円 100分の3 。円 550万円以下
以下

100分の2 0円

160万円 100分の8 80 ， OOOfIl 
を超える

550万円
550万円

100分の4 110，000円
を超える

100分の11245，000円 を超える

二
、
基
礎
控
除
額
な
ど
の
引
き
上
げ

基
礎
控
除
額
、
配
偶
者
控
除
額
、

扶
養
控
除
額
及
び
配
偶
者
特
別
控
除

額
が
次
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

ィのがあ悼の肋?と匂

ー宅111

得
割
の
税
率
の
適
用
区
分
が
次
の
表

の
よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

(改正後)

市 民 税 県 民 税

課税
税率

速算 諜税
税率

速算
標準額 控除額 標準額 控除額

200万円 100分の3 。円 700万円以下
以 下

100分の2 。円

200万円 100分の8100，000円
を超える

700万円
700万円

100分の4 140，000円
を超える

100分の11310，∞0円 を超える

項 目 改正前 改 正 後

基礎控 除額 31万円 33万円

配偶者控除額 31万円 33万円

扶養控除額 31万円 33万円

配偶者特別控除額 最高31万円 最高33万円

三
、
定
率
に
よ
る
特
別
減
税

平
成
六
年
度
に
引
き
続
き
平
成
七

年
度
も
定
率
に
よ
る
特
別
減
税
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

今
回
も
一
年
限
り
の
措
置
と
し
て

平
成
七
年
度
分
の
個
人
住
民
税
所
得

割
額
の
十
五
%
を
減
額

(二
万
円
を

限
度
)
し
ま
す
。

特
別
徴
収
に
係
る
特
別
減
税
に
つ

い
て
は
、
均
等
割
の
額
及
び
所
得
割

の
額
と
も
に
平
成
七
年
六
月
に
お
い

て
徴
収
せ
ず
、
持
別
減
税
額
を
控
除

し
た
後
の
年
税
額
を
同
年
七
月
か
ら

翌
年
五
月
ま
で
の
十

一
カ
月
間
で
徴

収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

普
通
徴
収
に
係
る
特
別
減
税
に
つ
い

て
は
、
平
成
七
年
六
月
分
(第
一

期
)

の
納
付
に
お
い
て
特
別
減
税
の
額
を

控
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
、
そ
の
他

個
人
の
土
地
な
ど
の
譲
渡
に
係
る

長
期
譲
渡
所
得
(
特
別
控
除
後
の
譲

渡
益
四
千
万
円
以
下
の
部
分
に
の
み

適
用
)
の
税
率
が
次
の
と
お
り
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

項 目 改 正 前 改正 後

市民税 100分の6 100分の5.5

県民税 100分の3 100分の2

適
用
年
月
日
は
、
平
成
七
年
一
月

一
日
以
後
に
行
う
土
地
な
ど
の
譲
渡

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
切

り
売
り
防
止
策
と
し
て
、
平
成
八
年

一
月

一
日
以
後
に
土
地
な
ど
の
譲
渡

を
し
た
者
が
前
年
も
長
期
譲
渡
所
得

を
有
す
る
場
合
は
、
前
年
分
の
所
得

額
と
合
算
し
た
金
額
の
う
ち
、
四
千

万
円
以
下
の
部
分
に
つ
い
て
の
み
改

正
後
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

{
お
知
ら
せ
}

O
災
害
義
援
金
の
取
り
扱
い

災
害
救
助
法
第
詑
条
の
規
定
に
よ

り
救
助
又
は
そ
の
応
援
の
委
託
を
受

け
た
日
本
赤
十
字
社
又
は
こ
れ
に
協

力
す
る
募
金
団
体
(
新
聞
、
放
送
な

ど
の
報
道
機
関
、
慈
善
事
業
団
体
文

は
宗
教
団
体
、
商
工
会
議
所
な
ど
)

に
対
し
で
拠
出
し
た
義
援
金
な
ど
に

つ
い
て
は
、
そ
の
義
援
金
な
ど
の
募

集
配
分
な
ど
の
連
絡
調
整
が
現
に
都

道
府
県
知
事
の
指
揮
監
督
の
下
に
行

わ
れ
か
っ
、
そ
の
義
援
金
な
ど
が
地

方
団
体

(都
道
府
県
、
市
町
村
又
は

特
別
区
)
に
拠
出
さ
れ
、
又
は

一
般

被
災
者
に
配
分
さ
れ
た
こ
と
が
募
集

要
綱
、
募
金
趣
意
書
な
ど
に
お
い
て

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
地

方
団
体
に
対
す
る
寄
附
金
に
該
当
し

ま
す
の
で
市
県
民
税
の
寄
附
金
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
(
1
2
8
1
1
3
0
)

3 



ドが誕生

河川敷に

多目的ゲラウン

肱川

4 

運
動
公
園
ブ
l
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

7月1日

運
動
公
園
水
泳
プ

l
ル
は
、
今
年

も
七
月
一
目
的
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
や
流
水
プ

l
ル、

五

O
M競
泳
用
プ
l
ル
に
幼
児
用
プ

ー
ル
と
魅
力
が
い

っ
ぱ
い
。
子
ど
も

も
大
人
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
時
聞
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

{
オ
ー
プ
ン
時
間
}

七
月

一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日

九
時
三
十
分
か
ら
十
七
時

監
視
員
4

を
募
集
し
ま
す

事
務
員

プ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
監

視
員
と
事
務
員
を
募
集
し
ま
す
。

{
募
集
人
員
}
監
視
員
約
二
十
五
人

ル使用料フ水 泳

事
務
員
約
八
人

{
募
集
対
象
}
大
学
生
(
短
大
を
含

む
)
・
一
般

{
雇
用
期
間
}

七
月

一
日
1
八
月
三
十

一
日

九
時

1
十
七
時
三
十
分

※
た
だ
し
、
休
み
は
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
聞
に
交
代
で
と
り
ま
す
。

{
申
し
込
み
期
限
及
び
方
法
}

六
月
二
十
日
例
ま
で
に
履
歴
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
採
用
に
つ

い
て
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

{
申
し
込
み
先
}

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
事

務
局
(
市
教
委
社
会
教
育
体
育
課

内
)
宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
5
5

3

・
5
5
4
)

使用区分 手重 別 使 用 料

大 人 1人l回 360円

普通券
品・中学生 l人l回 260円

{固 小学生 l人1回 210円

幼児(4歳以上) 1人1回 100円

大 人 11枚綴 3，600円

人
回数券

品 ・中学生 11枚綴 2，600円

小学生 11枚綴 2，100円

幼児(4歳以上) 11枚綴 1，000円

団
30人以上 普通料金の l割引

50人以上 普通料金の 2割引
イ本

100人以上 普通料金の 3割引



児童手当の現況届はご存じですか?

F 6月中に手続きを一時的保育事業
〈大洲乳児保育所〉

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、

六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の
聞
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
、

大
洲
市
福
祉
事
務
所
ま
た
は
各
連
絡

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
状
況
や
六
月
一
日
現
在
で
の

養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め

に
、
毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
で
す
。
期
限
内
に
現
況
屈
を

提
出
し
な
い
と
引
き
続
い
て
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
分
以
後
の
手

当
の
支
払
が
停
止
に
な
り
ま
す
。
必

ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
書
類
は
、
六
月

上
旬
ま
で
に
該
当
世
帯
に
郵
送
す
る

予
定
で
す
。
六
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も

書
類
が
届
か
な
い
場
合
は
、
福
祉
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地
域
に
ひ
ら
か
れ
た
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
平
成
二
年
度
か

ら
制
度
化
さ
れ
、
実
施
し
て
い
る
一

時
的
保
育
事
業
を
今
年
も
大
洲
乳
児

保
育
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
保
護
者
の
労
働
・

職
業
訓
練
・
就
業
な
ど
の
た
め
に
、

原
則
と
し
て
、
平
均
週
三
日
を
限
度

と
し
て
継
続
的
に
家
庭
保
育
に
支
障

が
で
き
た
場
合
、
一
日
を
単
住
と
し

て
、
大
洲
乳
児
保
育
所
で
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
傷
病
・
災

害

・
出
産
な
ど
の
社
会
的
に
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
緊
急
・
一
時
的

に
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
も

預
か
っ
て
保
育
し
て
い
ま
す
。

O
対
象
児
童

0
才
児
か
ら
就
学
前

川

児

童

川

O
保
育
時
間
八
時
三
十
分
か
ら
十

七

時

ま

で

川

(
た
だ
し
、
ご
都
合
に
よ
り
平
日
は

七
時
三
十
分
か
ら
十
八
時
ま
で
、
土

曜
日
は
七
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。

O
利
用
料

一
人
に
つ
き
一

日
千
円

l

利
用
し
た
い
人
は
、
大
洲
乳
児
保

川

育
所
(
宮
⑫
4

4
1
8
)
ま
た
は

大
洲
市
福
祉
事
務
所
(
宮
⑫
2
1

1

-
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
川

現
在
の
児
童
手
当
の
受
給
条
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。
要
件
に
該
当
す

る
人
で
、
ま
だ
手
当
の
申
請
を
し
て

い
な
い
人
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
受
給
要
件
〉

三
歳
に
満
た
な
い
児
童
ま
た
は
三

歳
に
満
た
な
い
児
童
を
含
む
二
人
以

上
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
所
得
が

一
定
額
以
上
の

人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
庶
務
第

一
係
ま
で
。
宮
⑫
2
1
1
1
(
1
8

3
)
 

水
害
や
土
砂
災
害
に
対
す
る
備
え
は
万
全
で
す
か

今
年
も
間
も
な
く
梅
雨
の
季
節
を

迎
え
ま
す
。
長
雨
や
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
毎
年
各
地
で
河
川
の
氾
濫
、
崖

く
ず
れ
や
地
滑
り
な
ど
が
発
生
し
、

貴
重
な
生
命
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
は
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し

て
お
く
と
と
も
に
、
万

一
の
場
合
は

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

貴
重
な
生
命
財
産
を
守
る
た
め
に

V
家
の
周
囲
の
崖
地
、
山
な
ど
に
亀

裂
が
な
い
か
点
検
し
て
お
く
。

V
付
近
の
谷
川
、
水
路
な
ど
に
ご
み

な
ど
が
詰
ま

っ
て

い
な
い
か
点
検

し
て
お
く
。

V
家
屋
の
壊
れ
て
い
る
所
が
な
い
か

点
検
し
て
お
く
。

V
日
頃
か
ら
気
象
情
報
に
注
意
し
、

一
員
と
し
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

O
道
路
や
公
固
な
ど
は
、
犬
の
排
便

場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
散
歩
の

際
に
フ
ン
を
し
た
時
は
、
責
任
を

も
っ
て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

O
し
つ
け
、
運
動
、
手
入
れ
は
飼
い

主
の
責
任
で
す
。

飼
い
犬
を
放
し
飼
い
に
し
た
り
、

飼
い
犬
を
捨
て
れ
ば
、
「
愛
媛
県
犬

の
危
害
防
止
条
例
」
違
反
と
な
り
ま

す
。詳

し
く
は
、
保
険
環
境
課
生
活
衛

生
係
ま
で
。
宮
⑫
2
1
1
1
(1
6
2
)

最
近
、
捨
て
犬
が
原
因
と
思
わ
れ

る
野
犬
の
増
加
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
飼
い
主
と
し
て
の
自
覚
と
愛

情
を
も

っ
て
、
責
任
の
あ
る
飼
い
方

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

O
岐
傷
事
故
の
多
く
は
放
し
飼
い
に

よ
る
も
の
で
す
。
放
し
飼
い
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

O
捨
て
犬
は
、
野
犬
の
も
と
で
す
。

愛
情
と
責
任
を
も

つ
で
、
家
族
の

懐
中
電
灯
な
ど
を
備
え
て
お
く
o

v
万

一
に
備
え
、
家
族
で
避
難
場
所

な
ど
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
洲
市
で
は
、
ま
も
な
く
地
域
防

災
計
画
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
(
市
内

の
避
難
場
所
入
り
)
を
各
世
帯
に

配
布
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

5 



見
直
そ
う
ノ
水
の
尊
さ
イ
切
日

水

道

週

間

水
道
の
新
設
や
修
理
は

市
の
公
認
業
者
へ

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
供
給
し
て
い

る
水
道
は
、
安
全
な
水
を
供
給
す
る

た
め
法
律
に
よ
っ
て
厳
し
く
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で
、
水
道
の

新
設
・
改
良
・
修
理
な
ど
を
す
る
場

合
に
は
、
必
ず
市
の
指
定
す
る
公
認

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
公
認

業
者
で
な
い
者
が
工
事
を
し
た
場
合

に
は
、

給
水
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
家
庭
で
安
心
し
て
水
道

水
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

工
事
の
工
法
・
使
用
材
料
等
に
細
か

い
基
準
が
設
け
て
あ
る
か
ら
で
す
。

大
洲
市
の
公
認
業
者
は
左
表
の
通

り
で
、
こ
れ
ら
の
業
者
を
代
表
し
て

管
工
事
協
同
組
合
が
あ
り
ま
す
。

受
水
檀
(
叩

3m未
満
)
の

立
入
調
査
・
指
導
に

つ
い
て

水
道
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
す

で
に
、

m
M
以
上
の
受
水
槽
に
つ
い

て
は
、
市
へ
の
届
け
出
と
年
一
回
の

清
掃
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
法
の
規
制
の
な
い
叩

sm
未

満
の
受
水
槽
に
つ
い
て
、
水
道
週
間

期
間
中
に
、
市
公
認
業
者
及
び
水
道

課
職
員
が
水
道
法
に
基
づ
く
立
入
調

査
及
び
指
導
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
の
保
管
責
任

は
水
道
の
使
用
者
に
あ

り
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
ご
家
庭
で
使

用
さ
れ
た
水
の
量
を
正
確
に
記
録
し

水
道
料
金
を
計
算
す
る
上
で
大
切
な
、

働
き
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
清
掃
し

い
つ
も
見
や
す
く
清
潔
に
し
、
ま
た

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
基

づ
き
、
有
効
期
間

(
8
年
)
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期
聞
が
来
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
タ
ー
を
取

り
替
え
ま
す
の
で
、
水
道
業
者
が
出

向
い
た
際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
(
無
料
)
。

※
そ
の
他
、
水
道
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
水
道
課
ま
で
。

宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線
6
0
1
)

宮
⑫
3
7
5
3
(
直
通
)

市の公認業者一覧表

業 者 名 所在地 電 言舌

(有)アサノ設 備 1ヒ ノロ、 24-0783 

淳 山水道工事庖 田 口 24-2583 

(有)いの水道設 備 田 口 24-2216 

イチ子 予 屋 住 設; 大 加| 24-2541 

(有)内田電気水道設備 f恵 森 25-2858 

大 塚鉄 工 戸斤 新 '一Eヨー 25-0300 

岡福水道工事 庖 田 口 24-3656 

(有)オクダ言i~ ~蒲 キ由 木 24-3674 

(有)神田鉄工所 東大川| 24-4122 

神 南 言1t 備 戸田古 田 25-4684 

城 P 電 業 社 f恵 ;t木t 25-2944 

久保 鉄 工 戸斤 八多喜 26-0537 

佐藤 オ℃ 道 庖 中 キナ 24-4410 

滝 田 水 道 庖 新 Fム"'- 25-0901 

制土居鉄工所 東大洲 24-4519 

徳i 森 言支 備 f恵 ホオノミド 25-4023 

中野管工事工 業 中 キナ 24-3792 

(有)南予水道住設 東大洲 25-1350 

西 田 オて 道 庖 八多喜 26-0265 

浜 住 言受 備 戸田古 田 25-4645 

(有)星 加水道設備 八多喜 26-0020 

情) 丸電 工 業 石一-・ ，邑ι一. 24-5351 

(有) 原 言責 {議 大 かもH 24-3783 

大洲市管工事組合 大 川| 23-3398 

-
作
品
募
集
の
お
知
ら
せ
.

6 

平
成

7
年
7
月
7
日
の
写
真
展

あ
な
た
の
記
録
を
永
久
保
存
し
ま
せ
ん
か
!
ー

博
物
館
で
は
、
昨
年
度
好
評
を
得

ま
し
た
「
平
成
6
年
6
月
6
日
の
写

真
展
」
に
引
き
続
き
、
本
年
度
「
平

成
7
年
7
月
7
日
の
写
真
展
」
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
写
真
展
は
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
撮
影
し
た
様
々
な
写
真
を
と
お

し
て
、
現
在
の
生
活
を
み
つ
め
、
今

後
の
在
り
方
を
考
え
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

私
た
ち
の
生
き
る
今
が
、
や
が
て

昔
と
い
わ
れ
る
次
の
世
代
へ
、
あ
な

た
の
写
し
た
大
洲
を
残
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
博
物
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
写

真
を
記
録
資
料
と
し
て
永
久
保
存
し

ま
す
。な

わ
今
回
は
、
平
成
7
年
7
月
7

日
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
対
象
と
し

ま
す
。
分
野
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、

み
な
さ
ん
か
ら
の
自
由
な
作
品
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

{
主
催
}

大
洲
市
立
博
物
館

{
協
賛
・
後
援
】

富
士
写
真
フ
ィ
ル
ム
株
式
会
社

K
-
K
ラ
、
ボ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

愛
媛
新
聞
社

{テ
l
マ}

平
成
7
年
7
月
7
日
に
大
洲
市
内

で
撮
影
し
た
も
の
(
風
景
・
建
物
・

交
通
・
人
物
・
生
活
や
作
業
の
様

子
な
ど
分
野
は
聞
い
ま
せ
ん
)

{作
品
の
サ
イ
ズ
}

2
L
か
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ

(
白
黒
・
カ
ラ
!
ど
ち
ら
も
可
)

一
人
2
枚
ま
で

{
応
募
票
}

住
所
・
氏
名
・
撮
影
場
所
・
ひ
と

こ
と
を
添
え
て
ご
応
募
願
い
ま
す
。

(
応
募
票
は
大
洲
市
立
博
物
館
、

図
書
館
、
各
公
民
館
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。
)

{
応
募
土
の
注
意
}

.
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
な

が
ら
な
い
作
品
で
お
願
い
し
ま

す。
-
全
作
品
展
示
し
、
終
了
後
は
記

録
資
料
と
し
て
博
物
館
で
永
久

保
存
し
ま
す
。
(
希
望
に
よ
り

閲
覧
で
き
ま
す
。
)

{
応
募
締
切
}

平
成
七
年
七
月
三
十
一
日

{
作
品
持
込
先
}

大
洲
市
立
博
物
館
及
び
図
書
館
、

各
公
民
館

{
問
い
合
せ
先
}

応
募
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

大
洲
市
立
博
物
館

宮
⑫
4
1
0
7
ま
で

※
ま
た
、
古
い
大
洲
の
写
真
、
興

味
深
い
写
真
を
お
持
ち
の
人
は

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



大
洲
市
で
は
、
平
成
七
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

が
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
と
き
の

費
用
を
一
部
補
助
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
疾
病
の
未
然
防

止
と
早
期
発
見
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。「

自
分
の
健
康
を
自
分
で
守
る
」

た
め
に
、
ぜ
ひ
人
間
ド

ッ
ク
を
受
診

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

{受
診
で
き
る
人
}

V
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
V
平
成
七
年
四
月
一
日
現
在
で
、
満

三
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
人

(J順不同)

医 療機関名 実施曜日 婦人科検診

市立 大洲病院
月~金 当院内

tt24-2151 

喜多医師会病院
月~金 院外

含 25-0535

大洲中央病院
月、木~日 当院内

tt24-4551 

加戸病院
月~金 院外

tt24-5101 

大洲記念病院
月~金 院外

tt25-2022 

〔受診できる医療機関〕

(た
だ
し
、
す
で
に
老
人
医
療
受
給

権
者
に
な

っ
て
い
る
人
は
除
く
)

V
前
年
度
中
に
病
院
な
ど
で
入
院
治

療
を
受
け
て
な
い
人

V
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯
の
人

{定
員
}

百

人

程

度

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
抽
選
結

果
は
、
七
月
上
旬
ご
ろ
郵
便
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

{受
診
期
間
}

平
成
七
年
七
月
十
日
か
ら

平
成
八
年
二
月
二
十
九
日
ま
で

{申
し
込
み
先
}

V
受
付
期
間

平
成
七
年
六
月

一
日
1
二
十
六
日

V
持

参

品

保
険
証
、
印
鑑

-v
場

所

保

険

環

境

課

国

保

係

宮
⑪
2
1
1
1
(内
線
1
6
5
)

※
受
診
が
決
定
す
る
と
、
市
役
所
か

ら
「
受
診
券
」
を
交
付
し
ま
す
。

受
診
日
時
は
、
直
接
医
療
機
関
と

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

_--_，_ _-_-_ _----，-_---=-.-←一ーー・"'
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*祝日は受診できません。

性別 受診費用
国保負担額 受診者負担額

(8割) (2割)

男性 43，000円 34，400円 8，600円

女性 46，000円 36，800円 9，200円

〔受診費 用〕

( 

話己目~:íÎι 「 の組重

」課県;;'1 E 課交通消防~ I .e.管部(企課」国際交流「 部」生「 設置推准 ・政重課の(設置疋I 置百嬰正改 次は織改施要媛愛 愛ー一
の患 の 内旨画の の妻 局害方地詮政策官害 警内の正策県 媛

設置報l同 設置 移調整設置 設置化 の分権 )置調整の の容日おと行を着をでは県の

から公開頼を政県れた県 日策等充を交民県 対しとし航空松山 生強カれか画型社費矛主， 交流振興主第3をりI方分権也分+口国・改革方進策を簡素す。施策2」1生「まし企「知事属直企菌企性主し地方分権 2 2 警戸 部
の 、深に県民# 通由の 、た路 l 皇活文室にた の、 t要期進 担等県を で をに 化活文県たL函総「主?e: ・を地 担当 すし推月 課. 相行め対政加~..... 全3c生 文国のソ 展県推生申策込生めに・進効企基 。 展発方 。た進 一
談るすをの実、活 化際ウ 開政会進涯で活まのつ市め検率函づ の開揮のの事 。す日
にたる一公しに 、化ル すのつ、あ文す受い町る討 しき をし 務
関撃続め理層正 、謹仔w七f密り交学の毘日互 聞 をる推<男女共学習る化 。けて村とし的な て 政新プ を組織廃図た独白代時な エ+ な たる 11tどr 
す、、解推で 安防対災着ま流術進等をの 充た進り ・文県 皿検のと 、県 い様 設と止る政性国 にど " の

と開全しすの、展 め、 化政づ討も き々 置しした策 、 もめで
事る民県情幸自信進」か な た。多スに機契定期 を実強、等を開 同際国のの くμ役割 lミ行政政推 まなラ して、吟の自対応 、 、 ド温

割備F及O業玩林禁票農特産 )称働労詮の芭呈経富 E唱一M 白::;1 ~のZ 境保全雇 皇室「 量重量寸称)指導の善曜康保豊 衛喜の重可品保暗記F 続改

へ重量課 部 の窯 置 置計 局」課霊一一境の蓮一境課人l目 の童量正

分の杯整空の 改の詰工 設置保護 課」 課」函 の 改の謀健空部改整主活空部改のん童設置福祉祉部 各."，，' 
振林業興業題課、水百進間活↑中山笠 働部」商充経済ど加え従来極的ど園然自を様対策廃棄語策 ま施を快適設元境事務環積及快適題問複雑生活進保健指導極的 な生称をに係業事関生に祉にすし婦務 わ

林山 課をに仰林異 (.:: 働労部工を実、活域県てのに環境然自の管保施実々な 、 す。策の推進な置し化し 極仙然環境び自なに 、様課ト に健宜涯をまし衛「移管 衛活 移管業るてい児人行を 才h
薬振 経済的対の常 」 推動を 、商取 理護し施環境水 総4ノ止ロヘ"-す生活環 まで に 生対様化す多式」 推 IづZ択 通し生し 生 し務る童い ま
興を応整渇 分超工り 、 ま道 るしの取活応の 進くじた 、を課 、婦ま
課推 し備水化対策 改称し 進す野え易貿業組の鳥対策す のや た た環ー回1所組り 環し 変改称たましし課をすりた 。指導衛生生活環の 婦i祉社A を言人吉す し

進な 、等に 「るのた 、のみ保獣や 策整生活排 画め境 。境管 の境 、 化 る対よ 課 境{全呆生た福人児童 保課
とす面森林林 の備 t 経労済た施幅流振ま護保自 の備 を、の 局課む保の安るに dた策り 活。祉 護で た
公るか重えの め策広通輿に護然 な 行環 を護全伴康めを に 環 に
益 ら 要た推ゃ号 、をいなにす。積な公 事業ど水 い境備整 を一向たに備整で環境い 増、積高度 改課課境 」課福課関所管

の農坐坐 蚕養試験 の生街地方 源土 局」土十 局」土す

合統宋試 改称導指生課局J口 局」木部 諜」都一」「L課画都市計「 のノ部l' のノ部l、

験場場 」課の健l末 の設 7「k の整巾及び 設置都「 設置:首「
への ヘ衛「部 置資d 設置備 市~，- ー路

まし業場験推唯の一合に体的によ量助 まし衛「地方松滑円対策等物化す食口課直言て局源発開 水に的なもとムタましを査、用の で対策課をによ価監割しと函課促街地する快適置し木部却宅 づく推進総合配置め、速酉瀬;首「土木に推的な

た支場を 1す阜 試体的なわなる し生健局保仙山に る衛口口長連 資源水 強利に建た都言市画十審調所管 り立視E ま都市整 を進すのとなまにロ門p りし都的な市づ し高速道路「道路戸量車道ー路部分割進す面
。 農業試るせ蚕た指方Jι巴対と い用 設事業 。 査整し企区し 「るーと 都市環 し を を 快 ま の F道しるか
とた 、 業 。導 局応のと皇居を県の水 に及て廃域た たもた五一進適し建 路まら
しめ と とす環も 及C充土 諜びい止の 。 め に 。市元めなた にし
て験 験研究童農家書農長 時間る境に指生三ぴに化実強し主部氷資 づ検討資源の に関す地るし画調整指ま備謀者市計日 、体的な 、境 局化とる 者夏H 。琴震 改主た吋

統場業試蚕 宋との業の に生様た問 、毎視監亨 改称し くなの促 移る価土 地部土定た 函都計市開'市中L' を し住建築た く 長進及称 U問 。整不平保
合 の改 課にめ題をし調 り ど進管のI也 、に 謀 発 整 を 、 めり のびし局 全
し蚕を詰一正義を 、、lこ霊前査 を渇習とし書調利塁護士也分 を備設土 、境ををた高、 を襲」を
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幻
世
紀
巴
向
け
た
あ
怠
だ
の

水
と
川
へ
の
夢
や
?
イ
デ
?
を
募
集
じ
ま
す

建
設
省
で
は
、
よ
り
安
全
で
、
よ
り
快
適
な
生
活
の
た
め
、

河

川

は

ど

う

あ

る

べ

き

か

、

ど

ん

な

水

辺

環

境

が

望

ま

し

い

か

な

ど

。

二
十

一
世

紀

の

水

と

川

の

こ

と

に

つ

い

て

、

あ

な

た

の

夢

や

ア

イ

デ

ア
を

募

集

し

て

い

ま

す

。
自

由

な

発

想

を

お

寄

せ

く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

「雨
か
ら
海
ま
で
、
水
と
川
の
幻
世

紀」
{
応
募
資
格
}
年
齢
、
性
別
、
国

籍
を
問
わ
ず
誰
で
も
応
募
で
き
ま

す
。
(
グ
ル
ー
プ
も
可
)

{
部
門
】

V

一
般
部
門

(
十
六
歳

以
上
)

一
般
の
人
を
は
じ
め
、
専

門
家
な
ど
の
応
募
も
受
け
付
け
ま

す
。

'v
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

(
十
五
歳

以
下
)
※
年
齢
は
平
成
七
年
四
月

一
日
現
在

{
応
募
方
法
】

あ
な
た
の
夢
や
ア

イ
デ
ア
を
作
文
、
絵
、
イ
ラ
ス
ト

な
ど
で
郵
送
に
で
ご
応
募
く
だ
さ

V
作
文
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
十

枚
以
内
。

(
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
可
)

V
絵
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
は

B
4
判
か

ら
B
2
判
ま
で
の
用
紙
に
。
縦
、
横

の
使
い
方
、
ま
た
水
彩
、
ク
レ
ヨ

ン
な
ど
の
描
き
方
は
自
由
で
す
。

V
絵
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
応
募
に
は
、

簡
単
な
説
明
文
(
原
稿
用
紙
一
枚

程
度
)
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
o

v作
品
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
(
学
校
名
、
学
年
)
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
作
品
に
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。
(
グ
ル

ー
プ
応
募
の
場

合
は
代
表
者
の
み
)

V
ひ
と
り
何
点
で
も
応
募
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

{
応
募
締
切
}

六
月
三
十
日
働

(
当
日
消
印
有
効
)

{賞
}

V

「水
幻
物
語
」
大
賞
(
各

部
門

一
点
)
一
般
部
門
(
三
十
万

円
)
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
(
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
)

V
優
秀
賞
(
各
部
門
五
点
)

一
般
部
門
(
十
万
円
)
ジ
ュ
ニ
ア

部
門
(
カ
メ
ラ
)

V
夢
・
ア
イ
デ

ア
賞
(
各
部
門
五
点
)
一
般
部
門

(十
万
円
)
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

(マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
)

V
住
作
(
各

部
門
二
十
点
)

一
般
部
門
(
五
万

円
)
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
(
ポ
ー
タ
ブ

ル
C
D
プ
レ
ー
ヤ
ー
)

{応
募
先
}

〒

加
高
松
市
福
岡
町

-
』

p
b

つ
白
.
‘
・

1''》
F

、i
h
u
J

j

l

l

!

:
j

j

j

l

J

 

41

2

3

霊

(
i
:
t
そ
ぜ

1
8
0
6
1

建
設
省
四
国
地
方

建
設
局
河
川
部
河
川
計
画
課
「
水

幻
物
語
」
事
務
局

※
応
募
要
領
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所
調
査
第

一
課
ま
で
。
宮
⑪
5
1
8
5
0

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

町人
の
世
に
熱
と
光
を
H

3 

「同
和
対
策
審
議
会
答
申
」

か
ら
三
十
年
(
そ
の
ニ
)

句

〈

か

い

ほ

う

う

人

ど

う

た

か

れ信か

郷
一
唱
瀞
淑
漣
品
明
小
川
塙
喧
刊
の
中
で
、

「
同
和
対
策
審
議
会
設
置
法
」
が
、

国
会
で
成
立
し
た
の
が
昭
和
三
十
五

(
一
九
六
O
)
年
の
こ
と
で
し
た
。

よ

〈

ね

人

ぜ

ん

ニ

〈

さ

ん

g
い

た

い

そ
の
翌
年
、
全
国
に
散
在
す
る
対

ち

い

き

ひ

と

じ

と

金

吻

う

し

ゅ

う

と

う

e
A
A
，

象
地
域
の
人
々
が
、

九
州
か
ら
東
京

だ
い

ニ
う
し
ん

に
い
た
る
千
二
百
キ
ロ
の
大
行
進
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
東

京
大
行
進
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

さ

べ

っ

こ

ん

ば

ん

て

き

こ
れ
は
、
差
別
が
根
本
的
に
解
消

ぜ

い

じ

は

や

さ
れ
る
よ
う
な
政
治
が
、

一
日
も
早

じ
っ
げ
人

ね
が

あ
せ

く
実
現
す
る
こ
と
を
願

つ
て
の
汗
と

uん
だ

と

う

じ

涙
の
大
行
進
で
し
た
。
当
時
は
、
こ

よ
う
き
ゅ
ろ
か
ん
て
つ

う
い

っ
た
部
落
解
放
要
求
貫
徹
運
動

ぜ
人
二
〈
て
き

も

J
V

、
全
国
引
に
、
た
い
へ
ん
な
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
た
の
で
す
。

こ
う
い

っ
た
時
代
背
景
の
中
で、

昭
和
四
十
(
一
九
六
五
)
年
に
「
同

と

う

し

ん

だ

和
対
策
審
議
会
答
申
」
が
出
さ
れ
る

の
で
す
。

き

む
ら
喧
吻
今
じ
ろ
う

同
和
対
策
審
議
会

(木
村
忠
二
郎

カ
い
ろ

う

容

と

う

え

い

書

〈

ゐ

い

か

〈

そ

う

り

ど

い

会
長
)
は
、
佐
藤
栄
作
内
閣
総
理
大

じ
ん臣

あ
て
に
、
「
同
和
地
区
に
関
す
る

し

《

泊

い

て

き

お

よ

げ

い

g
い
て
き

し
よ
る
人
M

に
レ

カ
い
付
つ

社
会
的
及
び
経
済
的
諸
問
題
を
解
決

き

ほ
ん
て
き

ほ
う
さ
〈

す
る
た
め
の
基
本
的
方
策
」
に
つ
い

て
答
申
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
審
議
会

ね
ん

a
H
A

ね
「
し
ん

が
五
年
明
に
わ
た

っ
て
熱
心
に
審
議

し
た
結
果
の
答
申
で
し
た
。

ぜ

ん

ぶ

ん

は

叫

ん

ぶ

ん

け

つ

答
申
は
、
前
文
、
本
文
、
結
語
か

ら
で
き
て
い
て
、
本
文
は
さ
ら
に
、

No.200 

人
権
と
同
和
教
育

だ

い

ぶ

L
ん
し
き

第

一
部

「
同
和
問
題
の
認
識
」
、
第

二
部
「
同
和
対
策
の
唯
油
」
、
鳴
三

部
「
同
和
対
策
の
具
体
案
」

に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
答
申
で
は
、

同
和
問
題
は
人

る

い

ふ

へ

人

げ

ん

り

に

ん

け

ん

じ

ゅ

う

類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
人
間
の
自
由

と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
国
憲
法
に

ほ

し
ふう

舎

は

ん

て

台

じ
ん

保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か
か
わ

る
問
題
で
あ
る
と
も
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
問
題
の
早
急
な
解

〈

に

せ

き

む

こ

〈

み

A
て
き

決
こ
そ
国
の
責
務
で
あ
り
、
国
民
的

課
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま

す
。
こ
の
答
申
が
、
そ
の
後
の
同
和

'

A
今
せ

t

ほ

う

ニ

う

一

き

行
政
の
方
向
を
、
は

っ
き
り
と
指
し

示
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

広
報

H

お
お
ず
H

に
連
載
さ

れ
て
き
た
、
本
欄
間

「伺
和
教

育
シ
リ
ー
ズ
」
も
回
を
重
ね
て
、

本
滑
で
に
百
回
を
迎
え
ま
し
た
。

思
い
返
せ
ば
、
本
シ
リ
ー
ズ

が
始
ま

っ
た
の
が
昭
和
五
十

一

年
で
汁
吟
り、

が
そ
れ
か
ら
二
十

年
の
歳
月
が
流
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

お

払

帽

し

み

ん

み

&

こ
の
間
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ま

あ
い

ど
〈

様
に
愛
読
し
て
い
た
だ
き
ま
し

ほ
ん
と
う

て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
怖
か
崎
山
、
キ
澗

へ
の
皆
様
の
熱
い
視
線
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
同
和
問
題
の
完

全
解
決
を
願
い
な
が
ら

・・

。
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4月9日(日)

下春季弓道選手権大会

内観光さくらまつりの

協賛行事とじで行われ

まレ定。会場とちった

総合体育館弓道場l己I(j:

県内の大学生、社会人

怠ど50チー仏、約140人
n集まLJ腕き競いまじ

だ。

‘v水郷大洲l己春の日差しtrcどってきまレだ。

11ヌーのパド/レの水レsiさにそラ春の光nあふれでいまじだ。

3月2日(日)桜まつり剣道大会砂

n肱川緑地公園で開催されまじだ。

選手の熱気と観戦者の熱のごちつ

だ応援で、春風の吹く河川敷12熱

い時間n過ぎでいきまじだ。

‘3月2日(日) 満聞の桜の下、11

ラオケのど自慢大会n行われまじ

だ。出演者I(j:思い思いの曲12合わ

ゼ自慢のめどき披露レでいまレだ。

4月5日岡 市社会福祉協議会ff砂
庁I一仏ヘ/レJiーさ派遣レでい3世帯

のdiとレよりを招いで 「ふれあい花

見のつどいJn開催され歩レだ。大

洲ライオシズウラブと大洲口-9リ
ーワラブの会員ち応援に介けつけ、

大洲南中学校生徒のひょっとこ ・di
fi'め踊LJ(J)披露主主どで盛LJ上nりま

した。

1 ‘大川地区坊屋敷!こあ3成能簡易郵

便局。土蔵き改造したちので、すで

き芯空間n演出されています。

‘4月6日休)今年老

上須戒にあ3少年自然

/レフ大会n開fi'れまし
だ。レとしとと春の雨

f)'<:降3あい!こ〈の天候

でレだn、好試合n繰

り広げられまじだ。

( 

( 



平成7年度国家公務員採用試験(高校卒業程度)を実施します

試験の種類 申込受付期間 第 1次試験日

国家公務員採用 田種試験 6 .30幽-7.7幽 9 . 10(日)

刑務官採用試験 10. 8 (日)

入国警備官採用試験

皇宮護衛官採用試験 8 . 21(月)
10. 1 (日)

航空保安大学校学生採用試験 9. 4 (月)

海上保安学校学生採用試験

海上保安大学校学生採用試験 8. 3H木) 11. 4仕)

気象大学校学生採用試験 9 . 120k) 11. 5 (日)

※詳しいお問い合わせについては

干760高松市松島町 1-17-33 

人事院四国事務局 第二課試験係

四
月
二
十
八
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一
封

中

村

三
瀬

秋

俊

金

一

封

常

磐

町

伊

藤

祐

也

金

一
封

徳

森

今

川

明

徳

金

一
封

山
口

県

槍

垣

昭

(指
定
配
分
)

金

一
封
(
平
野
町
区
社
協

・
平
野
鶴

寿
会
・
平
地
上
鶴
寿
会
・
市
社
協
へ

)

平

野

町

大

川
正
太
郎

金

一
封

(菅
団
地
区
社
協
・
菅
田
喜

楽
会
連
合
会
・

市
社
協
へ

)

菅

田

町

谷

本

秀

男

金

一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ

)

菅

田

町

滝

野

光

男

金
一
封

(大
洲
学
園
・
市
社
協
へ
)

大

洲

西

尾

正

紀

金

一
封

(新
谷
地
区
社
協
へ
)

喜

多

山

大

森

康

敬

金

一
封
(
上
須
戒
老
人
ク
ラ
ブ
会
へ

)

上

須

戒

西

岡

利

子

金

一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

城

戸

良

康

金

一
封

(新
谷
地
区
社
協
へ
)

喜
多
山

寺

尾

利

治

金

一
封

(柳
沢
地
区
社
協
へ

)

柳

沢

山
元

冨

重

金

一
封

(平
地
下
鶴
寿
会
へ

)

平

野

町

東

信

幸

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ

)

平

野

町

永

見

嘉

男

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

自
衛
官
募
集
の
ご
案
内

ft 0878⑪4765まで

防
衛
庁
で
は
、
平
成
八
年
三
月
高
等

学
校
卒
業
見
込
者
を
主
対
象
に
、
陸
・

海
・
空
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

【二
等
陸
海
空
土
}

V
応
募
資
格
平
成
八
年
高
等
学
校
卒

業
予
定
、
ま
た
は
十
八
歳
以
上
二
十

七
歳
未
満
の
男
女

V
給

与

初

任

給

(月
額
十
五
万
七
千

円
)
期
末
、
勤
勉
手
当
の
ほ
か
、
各

種
手
当
が
職
務
や
勤
務
条
件
に
よ

っ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

V
衣
食
住
食
事
、
宿
舎
費
無
料
の
ほ

か
、
被
服
な
ど
も
す
べ
て
無
料
で
支

給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

V
手
当
特
別
退
職
手
当

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
洲
市

役
所
内
自
衛
隊
大
洲
募
集
事
務
所

(念
⑪
4
1
2
3
)
、
ま
た
は
、
市
民

課
含
⑫
2
1
1
1
(内
線
1
1
0
)
ま

で
。金

一
封

(
八
多
喜
地
区
社
協
へ

)

八

多

喜

町

高

岡

勝

賞

金

一
封
(
ロ
ビ

l
展
収
益
金
の

一
部

を
肱
北
地
区
社
協
・
肱
北
公
民
館
へ
)

中

村

肱

北

婦

人

会

金
一
封
(
拾
得
金
満
期
に
よ
る
寄
付

金
を
喜
多
地
区
社
協
へ

)

田

口

二
宮

民

恵

(
物
品
の
口
座
)

お
手
玉
三
百
三
十
個

(市
内
保
育
所

へ
)

大
洲
市
連
合
婦
人
会

紙
オ
ム
ツ
ほ
か
八
十
五
点

(寝
た
き

り
老
人
へ

)

高

山

谷
内
タ
ツ
ヨ

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

図書館

新
刊
図
書
案
内

ズ
パ
リ
的
中
夢
占
い
事
典
武
藤
安
隆
著

禅
入
門
3
大

応

荒

木

見

悟

著

世
界

全

史

樺

山

紘

一
他
編

日
本
列
島
な
ぞ
ふ
し
、
ぎ
旅
中
国
四
国
編

山
本
鉱
太
郎
著

復
元
江
戸
生
活
図
鑑
笹
間
良
彦
著

ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ド
・
ア
ト
ラ
ス

同
朋
会
出
版

柔

ら

か

い

発

想

大

前

研

一
著

続
「
超
」
整
理
法
・
時
間
編

野
口
悠
紀
雄
著

沈
ま
な
い
太
陽

J

・
フ
ア
ロ
ー
ズ
著

お

ご

る

な

上

司

/

堀

田

カ

著

お

役

所

の

ご

法

度

宮

本

政

於

著

都
市
型
大
地
震

に

備

え

て

法

研

面
と
む
か

つ
て
言
え
な
い

一
言

吉
村
英
夫
著

い
じ
め
に
負
け
な
い
子
供
を
育
て
な
さ

い

伴

茂

樹

著

心
が
強
く
な
る
ク
ス
リ
大
原
健
士
郎
著

薬
よ
、
お
ご
る
な
か
れ
水
野
肇
著

民

間

療

法

大

全

マ

ガ

ジ
ン
ハ
ウ
ス

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
広
島
へ

広
河
隆
一
著

う
お
か
つ
流
生
活
リ
ス
ト
ラ
術

魚
柄
仁
之
助
著

自

然

派

・

お

や

つ

江

島

雅

歌

著

魯
山
人

味

ご

よ

み

平

野

雅

章

著

へ

そ

の

お

ち

は

る

著

花

を

楽

し

む

大

全

科

世

界

文
化
社

羽

生

の

頭

脳

羽

生

善

治

著

水
墨
画
の
巨
匠
七
白
隠
仙
崖
講
談
社

十
四
竹

因

。

い
つ
も
心
に
紳
助
を
島
田
紳
助
著

チ
ャ
プ
リ
ン

江
藤
文
夫
著

辰
土
口
丈

一
郎
へ

三

O
万
燭
光
の
興
奮

福
島
泰
樹
著

10 

し
あ
わ
せ
は
い
つ
も
相
田
み
つ
を
著

新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
印
福
永
武
彦

日
南
方
熊
楠

白
石
川

淳

臼

幸

田

文

厚
田
村
上

・
下

松

山
善
三
著

妻

子

上

・

中

・下

宮

城

谷

昌

光

著

恋
人
を
つ
く
る
問
の
方
法
小
林
深
雪
作

沃

野

の

伝

説

上

・
下

内

田

康

夫

著

さ

ら

ば

長

き

眠

り

原

奈

箸

あ
い
ま
い
な
日
本
の
私
大
江
健
三
郎
著

心
に
残
る
と

っ
て
お
き
の
話
問

潮
文
社
編
集
部
編

翼
を
も
が
れ
た
天
使
た
ち佐

藤
尚
爾
他
著

恢

復

す

る

家

族

大

江

健

三
郎
著

遠

い

過

去

近

い

過

去

渡

辺

淳

一
著

、
だ
か
ら
描
は
や
め
ら
れ
な
い吉

本
由
美
著

ち
ょ

っ
と
上
等
な
午
後
下
重
暁
子
著

折
口
信
夫
全
集
l

中
央
公
論
社

マ
ン
ガ
日
本
の
古
典
詑
中
央
公
論
社

沖
縄
文
学
全
集
叩
戯
曲

I
国
書
刊
行
会

研
究
資
料
漢
文
学
叩

圏
金
海
二
他
著

フ
ォ
レ
ス
卜

・
ガ
ン
。フW

・
グ
ル

l
ム
ザ
者

J

・
グ
リ
シ
ャ
ム
著

処
刑
室

聖
な
る
予
言J

・
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
著

ふ
た
り
の
老
女

V

・
ウ
ォ

i
リ
ス
著

図

書

館

6
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

古
文
書
解
説
講
座

日
時

6
月
幻
日
側

、、7
・
ハ
U

1

i

・
円
U
/

/
【
‘

-

q

J

4
1

可

i

・
『
υ

、

場

所

大

洲

市

立
図
書
館
4
階

(会

議

室

)

講
師
八
島
龍
晴
先
生

O
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。



う
介
い
市
民
ザ
ー
ピ
ス
デ
|
陪
六
月
四
日
同

大
洲
の

「う
か
い
」
は
、
市
民
の
皆

登
録
庖
に
申
し
込
む
場
合
、
弁
当
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
年
々
盛
況
を

ど
は
必
ず
乗
船
す
る
庖
に
申
し
込
ん

博
し
、
年
間
二
万
人
余
り
の
お
客
様
に

で
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

-v
申
し
込
み
先
大
洲
市
観
光
協
会

う
か
い
登
録
庖
組
合
で
は
、
皆
さ
ん

g
⑫
2
6
6
4

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て

、

「

う

ま

た

は
、
う
か
い
登
録
庖

か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー」

を
設
け
て

い
ま
す
。
今
年
は
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【日
時
】
6
月
4
日
間

四

時

l
n
時

(小
悶
で
も
実
施
し
ま
す
。
た
だ
し
、

ダ
ム
放
流
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
)

【
乗
船
場
所
】
う
か
い
レ

ス
ト
プ
ラ
ザ

ま
た
は
如
法
寺
河
原

【利
用
料
金
】

小
型
船

一
隻

(
叩
人
乗
り
)
八
千
円

(
平
常
二
万
円
)

大
型
船
一
隻
(
国
人
乗
り
)

一
万
円

(
平
常
二
万
九
千
円
)

※
大
型
船
5
隻、

小
型
船
叫
隻
を
準
備

し
て
い
ま
す
。
定
数
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

{
申
込
要
領
】

V
飲
食
物
持
ち
込
み
自
由
で
す
が
、

業

備

庖

ft24-4410 

(有)

ft24-3783 

設

道

工

原

オて

電

藤

丸

(有)

佐ー

6月 3日(土j

6月 4日(日)

{凶

3
さ
と
見
聞
講
座
の
ご
案
内

市
立
博
物
館
で
は
、
ふ
る
さ
と
見
開

講
座
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
大
洲
の
歴
史
、
文
化
、

芸
術
に
つ
い
て
学
び
、
郷
土
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
す

る
も
の
で
す
。
各
分
野
で
大
洲
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
の
講
話
や

現
地
研
修
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
講
座
で
す
。
受
講
希
望

の
人
は
、
博
物
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
開
設
期
間
】
平
成
7
年
6
月

l
u
月

{
対
象
者
】
成
人

【
募
集
期
限
な
ど
}

6
月
日
日
附
ま
で

に
電
話
か
は
が
き
で
博
物
館
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
大
洲
市
中
村
6
1
8
l
l

g
⑪
4
1
0
7
 

{蒲

宮 24-3674

中野 管工事工業

(有)内田電気水道設備

庖

設 備

ft25-4645 

ft25-2858 

唱

iFD
 

円
ベ

U5

設

A
せヮ'

ME
 

告 25-0901

道

ゲ

7ぷ

ク

f主

田

オ(有)

浜

滝

6月10日仕)

6月11日(日)

灯
、
/
ポ
作
文
コ
、
/
つ
ー
ん

郵
政
省
で
は
、
次
の
要
領
で
「
か
ん

ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【テ
l
マ】

O
課
題

A
簡
易
保
険
に
関
係
が
あ
る
も
の

B
休
日
の
過
ご
し
方

O
自
由
題
日
頃
心
の
中
で
患

っ
て
い

る
こ
と
、
身
の
回
り
で
起

っ
た
で
き

ご
と
な
ど
。

【
原
稿
枚
数
な
ど
】

四

百
字
詰
め
原

稿
用
紙
3
枚
以
上
5
枚
以
内

【
応
募
資
格
}
小
学
校
5

・
6
年
生

お
よ
び
中
学
生

【応
募
期
限
】

6
月
初
日
倒

【
応
募
・
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
郵
便
局
保
険
課
含
⑪
2
3
2
1

※
応
募
票
は
郵
便
局
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

雇
用
促
進
住
宅
の
ご
案
内

一雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
一
雇
用
促
進

住
宅
の
入
居
者
を
募
生
し
て
い
ま
す
。

雇
用
促
進
住
宅
は
、

一雇
用
保
険
の
被
保

険
者
で
扶
養
家
族
の
あ
る
人
が
入
居
で

き
る
住
宅
で
す
。

ft24-3792 

所

宮 24-2583

所

社

庖

淳 山 水道工事底

ft24-4122 

宮 26-0265

ft25-2944 

鉄工

道

業

居鉄工

水

電

田

戸

田

側 土

(有)神

西

城

6月17日凶

6月18日(日)

6月24日住)

大
洲
市
内
に
は
、
五
郎
慶
雲
寺
区
に

二
棟

(八
十
戸
)
あ
り
、
常
用
一雇
用
労

働
者
の
職
業
安
定
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

マ
間
取
り

2
D
K

V
家

賃

一
万
四
千
七
百
円

1

一
万
七
千
六
百
円

V
共
益
費

二
千
五
百
円

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
大
洲

(大
洲
公
共
職
業
安
定
所
)

8
@
3
1
9
ー
ま
で
。

大
洲
市
と
労
働
金
庫
げ
提
携
レ
て

一

教
育
資
金
融
資
き
行
っ
て
い
ま
す

一

V
融
資
額

二
百
万
以
内

-v
利
率
及
び
返
済
期
間

年

利

3
・
8
%、
印
カ
月
以

内
/
元
利
均
等
月
賦
償
還
及
、
び
半
年

賦
併
用
償
還
)

V
利
用
で
き
る
人

・
市
内
に
居
住
若
し
く
は
居
住
し
よ
う

と
す
る
勤
労
者

-
市
税
の
完
納
者
で
、
年
収
が
二
百
万

円
以
上
八
百
万
円
未
満
で
、
返
済
能

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

※
詳
し
く
は
、
労
働
金
庫
大
洲
支
庖

含
⑪
4
1
9
2
ま
で

宮 24-4519

E支

※給水施設の修理などは有料です。

(有)南予 水 道 住 設

伊ー

岡福 水道工事庖

ft25-1350 

ft24-3656 

イ主

告 24-2541

屋予

6月25日(日)

詳しく は水道諜まで宮⑫ 3753。

ゴ
=
」
ゼ
ロ

(
第
三
回

5
3
0運
動
)

ワ
リ
|
、
/
大
洲
巴

参
加
レ
ま
せ
ん
介

大
洲
市
民
の
環
境
に
対
す
る
思
い
や

り
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
ド
ド
ぱ
運

動
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
は
、
自
動
車

専
用
道
路
部
分
を
除
く
大
洲
道
路
を
中

心
に
行
い
ま
す
。
四
国
縦
貫
自
動
車
道

予
定
地
を
歩
き
な
が
ら
、
未
来
の
大
洲

を
想
像
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

昼
食
に
は
、
う
ど
ん
と
お
に
ぎ
り
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
連
れ
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

V
主
催
大
洲
の
環
境
を
よ
く
す
る
連

絡
協
議
会

V
日
時

六
月
四
日
間
午
前
九
時
l

v集
合
場
所
松
下
寿
電
子
工
業

正
門
広
場

V
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
の
環
境
を
よ
く
す
る
連

絡
協
議
会
事
務
局
(
大
洲
青

年
会
議
所
)

宮
⑫
7
1
0
7

4月末までの

大洲市内の交通事故

4月末現在 昨年同期

f牛 主主 7 6 7 8 

負傷者 9 5 100 

死 者 6 6 

11 
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い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日
時

6
月
8
日

附

叩

時

1
日
時

6
月

初

日

例

目

時

1
日
時

場
所
い
ず
れ
も
市
役
所
二
階
会
議
室

{
人
権
相
談
】

(
法
務
省
)

日
時

6
月
比
日
制
叩
時
1
日
時

場
所
久
米
公
民
館

日
時

6
月
四
日
冊
目
時

1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第
一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相

談

第

二
・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

合
⑫
5
6
2
9
(
直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

寺
司

O
土
寸

1
2
寺、

3
土
寸

1
2
6
土
寸

H
R
H

1
H

I

H

I

E

-
H
 

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室

(市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【
行
政
相
談
】

(
総
務
庁
)

相
談
ご
と
案
内

おお[広報

L一一一一一」

日
時

6
月
初
日
制

9
時

l
u
時

場
所
大
洲
市
役
所
5
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
宮
@
3
7
9
4
(
玉
木
)

又
は
含
⑪
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で
。

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

6
月
5
日
間
、
初
日

ω

O
寺
1
6土
寸

司
自
ム

円
附

H

噌

E
4
円
W
H

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

包

⑪

6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
倉
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

6
月
日
日
附

9
時

l
m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
回
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O
|
九
含
⑫
4
4
5
2

{
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

宮

(
ω
h
L
P
h
M
h

【
定
期
税
務
相
談
}

日
時

6
月
9
日
刷
四
日
時

1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

6
月
1
日
附

場

所

市
立
大
洲
病
院
叩
時

l
u
時

市

民

会

館

日

時

l
M
時

実
施
日

6
月
9
日
幽

場

所

大
洲
市
役
所

日
時

i
M
時

歯
の
健
康
相
談

歯
に
関
す
る
相
談
に
歯
科
医
師
が
応

じ
ま
す
。

日
時

6
月
お
日
制
日
時
か
ら

場
所
大
洲
保
健
所

※
予
約
が
必
要
で
す
。
合

@

3
1
6
5

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

※.... .... 
休 6水 6ふ
館月谷月る
日 25 4 さ

日清日と
毎(日)照 (日)日
週¥ ¥本
火 7 暑 6 切
躍月中月手
日 9見 18初

日舞日日
(日)い(日)カ
版パ
画 l
展展

休|日|急|患|診|療

6月4日 肱川医院(菅田)

(日) ft25-2915 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

三瀬医院(八多喜)

ft26-0003 

6月11日

(日)

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

12 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

町野医院(森山)

ft27-0002 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

岡部クリニ yク

(片原町)

念 24-4375

大洲中央病院

会 24-4551

6月18日

(日)

6月25日

(日)

大
洲
市
へ
の
ご
意
見
を

一

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
受
け
付
け
ま
す
一

大
洲
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
、
ご
提
言
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

受
け
付
け
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
幅
広
い
ご
意
見
、
ご
提
言

を
市
長
あ
て
に
送
付
し
て
も
ら
い
、
市

政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
置
す
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
提
言
な

ど
は
、
市
長
な
ど
の
関
覧
に
供
し
た
後
、

担
当
課
で
検
討
し
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す。V
フ
ァ

ッ
ク
ス
番
号

F
A
X
⑪
2
2
2
8
 

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
が
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は

含
⑫

4
1
1
ー
ま
で
。

{
珠
算
検
定
試
験
}

試

験

日

6
月
白
日
間

受
付
期
限

6
月
2
日
幽

【
日
本
語
文
書
処
理
ワ
ー
プ
ロ
検
定
試

験
}

試

験

日

受
付
期
限

7
月
8
日
仕

6
月
H
日
附川島

保健センターだより

.乳幼児健康診断.
6月 6日(火) 平成 7年 1月生※

6月 8日(木) 平成 5年11月生

6月27日伏) 平成 4年 5月生

※は肱南・久米・肱北・喜多 ・平

土也区のみ

受付時間 13: 00-13 : 30 

実施場所 大洲市保健センター

持参品 母子手帳・アンケート

パスタオル(※のみ)

.乳幼児育児相談・育児サークル.
6月13日伏) 乳幼児を持つ親子

受付時間 9 : 30-10 : 00 

実施場所大洲市保健センター

持参品 母子手帳・パスタオル

.健康相談・栄養相談.
日時 6月26日(月)

10: 00-12: 00、 13:00-15: 00 

実施場所 大洲市保健センター

持参品健康手帳

.成人病検診及び肺がん・結核検診.
6月 1日(木) 大洲市民会館

6月22・23日(木・金)

大洲市保健センタ-

9: 30-11 : 00 

13: 00-15 : 00 

.胃及び大腸がん検診.

6月 1日(木) 大洲市民会館

6月22・23日(木・金)

大洲市保健センター

受付時間 8: 00-10 : 00 

検診料胃がん 900円

大腸がん 400円

70才以上の人は無料です0

.婦人がん検診.
実施日 場 所

6月 1日(木) 大洲市民会館

6月 2日(鉛八多喜連絡所

6月22・23日(木・金)

大洲市保健セ ンタ -

6月26・27日(月・火)

新谷連絡所

受付時間 13 : 00-13 : 30 

検診料乳がん 200円
子宮がん 700円

70才以上の人は無料です0

.字L幼児の予防接種.

経口生ポ リオワクチ ン投与

日時三 6月29日(木)

13 : 00-13 : 20 

実施場所 大洲市保健センター

該当者連絡所管内

(1回目〉
H6年7月1日-H6年12月31日生

< 2回目〉
H6年2月1日-H6年6月30日生

なお、生後90ヶ月以内の方で 2

回投与されていない人も該当しま

すので、受けてください。

持参品:チャイルドノート・母子

手帳

fi24-3ワワ 5

受付時間
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